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平成２２年度人権に関する意識調査について

埼玉県では、平成２２年１１月２５日（木）～２３年１月１４日（金）の間、県内にお住

まいの満２０歳以上の男女３，０００人を対象に「平成２２年度人権に関する意識調査」を

実施し、６３．２％（１，８９５人）の方から回答がありました。

なお、前回調査は、平成１３年６月～７月に実施しました。

問１．あなたは、人権や人権問題についてどのような印象をお持ちですか。（○は1つ）

【県全域／前回との比較】

人権や人権問題についての印象は、「誰にでも関わる問題」が 85.9％で最も高く、「一部の人び

との問題」は 5.9％となっている。平成 13 年に実施した前回調査と比較して、大きな変化はみら

れない。
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無回答

一部の人びとの問題 誰にでも関わる問題 その他

わからない

４ 人権に関する意識調査

１ 調査の概要

２ 主な調査結果
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問２．あなたは、国民一人ひとりの人権尊重の意識は、１０年前に比べて高くなっていると思います

か。（○は1つ）

【県全域／前回との比較】

国民一人ひとりの人権尊重の意識は、10 年前に比べて「やや高くなっている」が 35.9％で最

も高く、次いで、「変わっていない」が 32.5％となっている。『高くなっている（「非常に高く

なっている」と「やや高くなっている」の合計）』は46.3％となっている。

前回調査と比較して、『高くなっている』の割合に大きな変化はみられない。

問３．「人権尊重が叫ばれる一方で、権利のみを主張して、他人の迷惑を考えない人が増えてきた」

と言う意見について、あなたは、どう思いますか。（○は1つ）

【県全域】

他人の迷惑を考えない人が増えてきたとの意見について、「かなりそう思う」が 51.0％で最も

高く、次いで、「非常にそう思う」が 33.8％と続いている。『そう思う（「非常にそう思う」と

「かなりそう思う」の合計）』は84.8％となっている。
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問４．今の日本の社会に様々な人権問題がありますが、あなたが関心のあるものはどれですか。

（該当するものすべてに○）

【県全域／前回との比較】

関心のある人権問題は、「高齢者に関する人権」が 47.8％で最も高く、次いで、「子どもに関す

る人権」が 47.0％、「障害者に関する人権」が 46.8％、「インターネットによる人権侵害」が

42.4％と続いている。前回調査と比較して、「犯罪被害者とその家族に関する人権」（52.4％→

36.6％）が 15.8 ポイント、「外国人に関する人権」（21.7％→11.0％）が 10.7 ポイント減少して

いる。

高齢者に関する人権

子どもに関する人権

障害者に関する人権

インターネットによる人権侵害

犯罪被害者とその家族に関する人権

北朝鮮による拉致問題

女性に関する人権

プライバシーに関する人権問題

人身取引に関する人権問題

刑を終えて出所した人の人権

ホームレスの人権

外国人に関する人権

同和問題

性同一性障害者の人権

性的指向の異なる人の人権

アイヌの人々に関する人権

その他

特にない

無回答

(＊)H13年は「エイズやハンセン病等の問題」
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問５．あなたは、日常生活の中で、あなた自身、またはあなたの周りの人（家族・友人など）の人権

が侵害されたと感じたことがありますか。（○は1つ）

【県全域／前回との比較】

自分自身または周りの人の人権が侵害されたと感じた経験は、「ある」が 26.6％、「ない」が

72.6％となっている。前回調査と比較すると、「ある」（31.2％→26.6％）が 4.6 ポイント減少

し、「ない」（66.9％→72.6％）が5.7ポイント増加している。

【問５で、「ある」とお答えの方に引き続きおたずねします。】

問５－１ それはどのような内容ですか。（該当するものすべてに○）

【県全域／前回との比較】

人権が侵害されたと感じた経験のある 505 人に内容を聞いたところ、「あらぬ噂をたてられた

り、他人から悪口や陰口を言われた」が 45.5％と最も高く、次いで、「職場において、不当な待

遇や上司の言動を受けた」が 39.4％、「名誉・信用を傷つけられたり、侮辱された」が 24.0％と

続いている。前回調査と比較すると、「職場の不当な待遇や上司の言動を受けた」（30.6％→

39.4％）が8.8ポイント高くなっている。

あらぬ噂、悪口や陰口を言われた

職場の不当な待遇や上司の言動を受けた

侮辱された

仲間はずれにされた

プライバシーの侵害を受けた

権利の行使を妨害された

不平等または不利益な扱いを受けた

性的いやがらせを受けた

夫婦間や交際相手からの暴力を受けた

ストーカー被害を受けた

インターネットに情報を掲載された

その他

無回答
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問６．あなたは、人権が尊重される社会を実現するためには、今後、埼玉県は、特にどのようなことに

取り組んでいくことが必要だと思いますか。（○は３つまで）

【県全域／前回との比較】

埼玉県の取り組みとして必要なことは、「学校における人権教育を充実する」が 36.0％と最も

高く、次いで、「幼児の時から、多様な個性を認め合える教育を推進する」が 33.1％、「社会的に

弱い立場にある人に対する支援、救済策を充実する」が 32.6％の順となっている。前回調査と比

較すると、「啓発・広報活動を推進する」（21.3％→26.5％）が5.2ポイント増加しているが、「人

権に関わる職業従事者への人権教育の充実」（34.3％→26.2％）が8.1ポイント減少している。

※ 詳しい調査結果につきましては、埼玉県のホームページ（人権推進課のページ）

に掲載しています。

学校における人権教育を充実する

多様な個性を認め合える教育を推進する

社会的に弱い立場にある人に対する支援

被害者の救済を充実する

一体的な人権啓発運動を推進する

啓発・広報活動を推進する

人権に関わる職業従事者への人権教育の充実

人権問題に関する相談機能を充実する

情報の収集及び提供を充実する

その他

わからない

無回答
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